
第１章 計画に関する基本的事項

1 計画策定の趣旨

2 計画の性格

3 計画の期間

第２章 地域の現状

1 地勢と交通

統計値等を更新

2 人口構造・動態
統計値等を更新

3 県民の健康の状況
統計値等を更新

4 県民の受療の状況
統計値等を更新

5 医療提供施設の状況
統計値等を更新

6 保健医療従事者の状況
統計値等を更新

7 医療に要する費用の見通し
資料7参照

第３章 保健医療圏（医療圏）及び基準病床数

1 保健医療圏
・第２回計画部会の議論に基づき、９医療圏を維持する旨の記載としている。
・その他所要の整備

2 基準病床数
現在、基準病床については精査中（資料６参照）

第４章 保健医療提供体制の構築

　第１節
患者の立場に立った保健医療サービス
の向上

1 安全安心な医療提供体制の構築
更新中

2 診療情報の提供体制の充実
更新中

　第２節
良質な医療提供体制の整備、医療機関
の機能分担と連携の推進

1 医療機関の機能分化と連携体制の構築
・地域医療構想に係る記述を追加
・統計値等を更新

2 公的医療機関の役割
・新公立病院改革プランに係る内容を記載
・国立病院機構や特定機能病院に係る記載を追加

3 良質な医療提供体制の整備

５疾病５事業等
別途

4 地域医療構想
地域医療構想の概要、課題等について記載

5 医療連携における歯科医療の充実
・誤嚥性肺炎等の合併症予防に係る医科歯科連携について記載を追加
・統計値等を更新

医療計画（素案）　５疾病５事業等以外の記載事項に係る主な修正点

項目

・　医療と介護の総合的な確保、次期総合計画の策定等の観点から策定趣旨の記
載を更新
・　計画期間の見直し等について記載

見直しのポイント

資料4－5 
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項目 見直しのポイント

　第３節 保健医療を担う人材の確保・育成

1 医師・歯科医師
国指針等を踏まえ、医師について記載を充実

2 薬剤師
「患者のための薬局ビジョン」、「かかりつけ薬剤師・薬局」等について記載

3 看護職員
国指針等を踏まえ、特定行為に係る研修等について記載を充実

　第４節 地域保健医療対策の推進

1 障がい児・者保健
重症心身障がい児・者を含む医療的ケア児・者に係る記載等を追加

2 感染症対策
統計値更新や最新動向を踏まえて記載を修正

3 移植医療
統計値更新や最新動向を踏まえて記載を修正

4 難病医療等

・難病法に基づく公費助成の対象拡大等最新動向を踏まえて修正
・難病対策地域協議会の設置、難病医療提供体制の整備について記載を修正
・アレルギー対策を分割

5 アレルギー疾患対策
アレルギー疾患対策基本法との整合等を考慮し、項目を独立

6 歯科保健

・イー歯トーブ８０２０プランについて記載し、同プランの内容を踏まえて記載を修正
・高齢者の誤嚥性肺炎について記載を追加

7 母子保健医療
小児慢性特定疾病医療費助成に係る記載を修正

8 血液の確保・適正使用対策
輸血の必要性等について記載を修正

9 医薬品等の安全確保と適正使用対策
健康サポート薬局等について記載を追加

10 薬物乱用防止対策
最新の動向を踏まえて記載を修正

11 医療に関する情報化
地域医療情報連携ネットワーク等について最新の動向を踏まえて記載を修正

　第５節
保健・医療・介護（福祉）の総合的な取
組の推進

1 医療・介護の総合的な確保等の必要性
医療計画、介護保険事業（支援）計画の整合性の確保等について記載

2 健康づくり
21プラン（第2次）の中間評価を踏まえて記載を修正（脳卒中死亡率全国ワースト１
からの脱却、生活習慣病の発症・重症化予防に係る記載等を充実）

3 地域包括ケア
地域包括ケアシステムの深化・推進、自立支援・重度化防止等に係る記載等を追
加

4 高齢化に伴う疾病等への対応
新たに追加

5 地域リハビリテーション

・回復期の医療の重要性の高まり、「岩手県シルバーリハビリ体操指導者養成事
業」等について記載を追加
・統計値等を更新

6 健康危機管理体制
健康危機管理に関するマニュアル等に鳥インフルエンザ関連を追加

7 地域保健・医療に関する調査研究
最新の動向を踏まえて記載を修正

8 医療費適正化
資料7参照

第５章
医療連携体制構築のための県民の参
画

1 地域医療を取り巻く現状

2
県民への連携体制の参画に向けた働き
かけ

3
地域医療を支える県民の参画や取組の
促進

・最新の動向を踏まえて取組の必要性等を修正
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項目 見直しのポイント

第６章
東日本大震災津波からの復興に向けた
取組

更新中

第７章 計画の推進と評価
今後、整理
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